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ボラセンだより

東
金
で
活
躍
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
警
戒
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た
な
感
染
者
は

増
え
る
ば
か
り
。
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
不
安
と
と
も
に
新
し
い
生
活
様
式

を
築
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
本
格
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
足
踏
み
状
態
感
の
あ
る
こ
の
時
期
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
へ
の

思
い
や
活
動
の
様
子
を
知
る
機
会
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
は
今
年
度
は
八
十
四
の
グ
ル
ー
プ
、
十
五
人
の
個
人
の
登
録
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
今
号
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
御
成
街
道
保
存
会
」
「
穂
垂
る
（
ほ
た

る
）
の
会
」
の
二
グ
ル
ー
プ
紹
介
し
ま
す
。

ボ ラ セ ン だ よ り 第７０号 令和２年 ８月

①

東金御成街道は、徳川家康が土井利勝(老中)に命じ、慶
長１８年(１６１３年)から慶長１９年にかけて極めて短
期間に造らせた街道で、船橋市から東金市滝まで約３４
㎞をほぼ直線で造成されました。
この街道は、東金に入ると当時あった３道(おあし坂経
由、コンレイ坂経由、日吉神社経由)を使用したと考えら
れております。当保存会では当時の姿のまま残っていた
「御成表道」の「おあし坂」や「滝古道」を整備・維持
管理をすることを目的に１０年前に発足し、現在４９名
の会員がおります。

●当保存会の主な活動

１、「おあし坂」、「滝古道」の整備
倒木の除去や草刈りを随時実施

２、東金御成街道に案内看板の設置
３、東金御成街道の歴史講演会開催

「東金御成街道よもやま話」として実施
４、東金御成街道ウォークの実施

滝古道からおあし坂を経由して東金御殿まで
５、東金御成新道の調査

東金市田間から山武市小松まで
６、八鶴湖周辺の歴史説明員の養成

NPO御成街道保存会
代表・西川泰雄
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七
月
二
十
四
日
午
後
八
時
、
突
然
大

き
な
花
火
が
上
が
り
ま
し
た
。
二
階
の

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
き
れ
い
な
花
火
を
眺
め

な
が
ら
考
え
ま
し
た
。
「
今
日
は
何

だ
？
」
日
曜
日
の
新
聞
で
分
か
り
ま
し

た
。
二
十
四
日
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
会
式
の
予
定
。
全
国
の
青
年
会
議
所

が
計
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
千
葉

県
内
で
は
、
東
金
、
佐
倉
、
柏
の
３
カ

所
で
の
打
ち
上
げ
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
関
係
で
、
事
前
に
場
所
を
公
開
し
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
昨
今
、
粋
な
イ
ベ
ン

ト
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
夜
空
を
彩

っ
た
花
火
、
皆
さ
ん
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
か
？
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
必
ず
収
束

の
日
が
き
ま
す
。
元
気
を
出
し
て
進
み

ま
し
ょ
う
！

（
た
あ
ち
）

｢ボラセンだより｣第７０号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター

TEL 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

掲示板

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

②

穂垂るの会は自宅や施設、病院などで認知症の方を介護なさっているご家族の方の集まりの会
です。認知症という脳の病気は他の病気と違って、ご本人がなかなか病気であるという自覚が
ないために介護をされるご家族はいろいろ気苦労をされます。いったん介護が始まりますとい
つ終わりがくるのか先が見えなく、途方に暮れることもあります。認知症初期からだんだん進
行するにしたがって様々な症状が出るためご家族の方は戸惑い、ある程度知識をお持ちの方で
もほとんどの対処が後手になり・精神的にも肉体的にも疲弊されることが多いのです。
特にご自宅での介護となりますと日常様々な問題が発生し、看護師さんやヘルパーさんが訪問
されていない時間はすべてご家族の方が解決していかなければなりませんから知恵が必要です。
認知症に対して正しい知識をお持ちいただき、愛情ある適切な対処をして頂くことで穏やかな
日常を過ごして頂くことも可能です。
穂垂るの会の運営委員は介護福祉士・ヘルパー・民生委員・介護体験者等により構成されてお
り、お集まりいただいた日頃の悩みや苦しみを皆様と一緒に分かち合い本音で語り合いながら、
様々な問題についても知恵を出し合って解決策を考えさせて頂いています。
認知症の介護はお一人で抱え込んでしまうと、一緒に沈み込んでしまう事になりかねません。
お気軽にご参加ください、例会終了後はきっと笑顔でお帰り頂けます。

【例会】 毎月第二木曜日・午後１：３０～３：３０ ふれあいセンター２階
※次回は９月１０日木曜日

認知症家族交流会・穂垂るの会
代表・井上瑞穂

つ
ぶ
や
き
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●
第

回
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

２１

小
倉
昌
男
賞
の
候
補
者
募
集

障
が
い
者
の
仕
事
づ
く
り
や
雇
用
の
創
出
、

拡
大
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
を
積
極
的
に
推

し
進
め
、
障
が
い
者
に
働
く
喜
び
と
生
き
が
い

を
も
た
ら
し
て
い
る
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

（
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
）

助
成
情
報

お
問
い
合
わ
せ

東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

０
４
７
５
（
５
２
）
５
１
９
８

防災展

日時：９月23日(水)～25日(金)
１３時～１７時

場所：ふれあいセンター２F創作室
内容：台風・大雨・地震・新型コロナウイ

ルスなどの感染症などの災害、危険

がいっぱいの現代。災害にどう備え

ていくか、考える一助となればと企

画しました。ぜひご来場下さい。

・あなたの地域に潜む危険を知ろう
・もしものときの便利グッズを体験してみよ
う！作ってみよう！

☆マスクをしておいでください。

☆作った便利グッズはおみやげにどうぞ。

☆５名以上での来場は事前にご連絡下さい。


